
先週末からの非常に激しい雨により、県内においても出

雲地域を中心に、土砂災害、道路の冠水などの被害が出て

います。被害を受けられました皆さまに心よりお見舞い申

し上げます。学校は被害もなく、通常通り学期末を迎えら

れるもの考えております。 

☚ 水はけのよい本校の校庭もこのような状況です。（７月９日の状況） 

７月４日（火）から 6日（木）の 3日間、宍道町内で職場体験学習を行いました。新型コロナウイルス感

染症の影響から、令和元年度以来の実施となりました。 

今年度の職場体験学習では、生徒一人ひとりが、「いろいろな職業が社会や地域で担っている役割や価値

に気づく」「宍道で働くこと・生きることの意味や価値を知り、地域の産業について関心をもつ」「自分の将

来について考えるとともに、今の生活を見つめ直すことができる」「仕事の体験を通して、相手の立場に立っ

た行動の大切さや、働くことの厳しさ・素晴らしさに気づく」ことを目的として行いました。 

 より効果的な学習の場とするため、事前に、「講演１：働くこと、体験をこれからの生活にどう生かしてい

くのか」、「講演２：社会で必要とされるマナー」について学習をしました。 

 

【講演１ 「働く」ことは「傍（はた）を楽にすること」】 講師：多々納 雄二さん（元出雲高校校長） 

 《生徒の心に刺さったフレーズ》 

「知る・かかわる・つながる・活かす Chance！！」 「轍（わだち）」 「あるもの活かし」 

  「人生はかけ算だ 君がゼロなら意味がない  足し算よりかけ算で効果アップ」 

「兆しはいつでも誰にでもある     逃すか、挑むか、跳ねるかは自分次第」   などなど 

 

《Gさんの感想》 

   僕はやりたいことはわかっているけど、自分に何ができるかわかりません。できることを見つけよう

ともしていませんでした。これまでは、しなくてはならないことを全部後回しにして、結局やらないで

いました。今考えると、とてももったいないことをしていたと思います。 

これからは、自分にできることを見つけ、それを行動できる人になりたいと思っています。 

 

【講演２ 社会で必要とされるマナー】 講師：多久和 優美さん（フリーアナウンサー） 
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地域の皆様、「３年生 職場体験学習」 大変お世話になりました！！ 



《Aさんの感想》 

   すれ違ったときにする挨拶も、相手の目を見て明るく挨拶をするようにすることが大切だと思いまし

た。礼をする時には、その場の状況に合わせて気持ちを込めて挨拶をしていきたいです。 

 

 《Rさんの感想》 

   相手との第一印象は 3秒で決まるのに、第一印象を変えるには、３か月から半年も必要だとわかった

ので、第一印象を大切にしていきたいです。 

 

【職場体験学習】 町内 44カ所で体験学習 

 中学生の職場体験は、高校や大学等で行われるインターンシップとは異なり、生徒が直接働く人と接す

ることにより、学ぶことや働くことの意義を理解し、生きることの大切さを実感させたいと思い、実施し

ました。生徒は、町内で働いていらっしゃる方々の社会や地域への思い、働くことが生きがいにつながっ

ていることなど、様々な場面で感じられたことと思います。町内の皆様、体験の場をご提供いただき、誠

にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《Oさんの感想》 

  働くことは決して簡単なことではないと思った。従業員の数が少ないため、一人  

ひとりに必ず重要な仕事がまかされる。さらに、お客様への挨拶や応対などとても  

ハードだということを実感できた。私はまだ将来の夢は考え中だが、自分がどんな 

職業に就いたとしても、たとえその仕事が辛かったとしても、しっかり頑張れる人 

になりたい。 

 

《Tさんの感想》 

  僕はこの 3日間を通して、働くことの大切さよりも働く人への感謝が大切だと思 

った。これからは働いている人に感謝して生活していきたいし、将来、人の役に立つ 

ような仕事に就き、たくさんの人を助けていきたいと思った。 

学期末の保護者面談にお越しいただき、誠にありがとうございました。お子さまの成長した部分、今後伸

ばしたい部分などについてお聞かせいただき、大変感謝しております。いただきましたご意見を今後の指導

に活かしてまいります。引き続きよろしくお願いします。 


